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第６章 高等学校教育 

第１節 概要  

 今年度は、高等学校において、アクティブ・ラーニングの視点も取り入れて生徒の学力向上を図り、将来への展望を抱かせ

るとともに、地域に貢献できる人材や社会においてリーダーシップを発揮できる人材を育成し、教員研修及び生徒指導等に取

り組んだ。 

⑴ 「アクティブ・ラーニングによる学力向上推進事業」             

 ア スペシャリスト育成ミッション支援事業 

  ○ 対象校 ２２校 

  ○ 各校の取組内容 

   ・生徒の基礎学力を高める取組 

   (ｱ) 学ぶ意欲を向上させ主体的に学習に取り組む態度を育む講演会やガイダンス 

   (ｲ) 指導力向上のための校内研修の活性化 

  ・３年間の計画的な進学指導体制の充実を図る取組 

   学力向上連絡協議会の開催 

  ・生徒・保護者・教員・地域をつなぐ取組 

      (ｱ) 地域人材を活用した職業研究講話 

      (ｲ) 地域貢献活動 

      (ｳ) 進路便りや年間指導計画表の作成・配布  

    ・社会人としての在り方についての理解を深める取組 

      (ｱ) 社会人としての在り方についての講演会 

      (ｲ) 職場見学会（選択） 

      (ｳ) デュアルシステム等の実施（選択） 

 イ 大学進学ミッション支援事業 

   ○ 対象校 １６校 

  ○ 各校の取組内容 

    ・思考力・判断力・表現力等の養成講座 

  ・教員による、難関大学等の入学試験問題の研究と発展的内容に係る指導 

  ・生徒の実態に応じた各校独自作成による校内模擬試験等の実施 

    ・社会人としての在り方についての理解を深める講話 

  ・大学教授等による最先端研究や理論に関する講義や演習 

  ・大学等と連携した最先端研究実習体験や課題研究指導（選択） 

  ・卒業生（大学生等）による講話 

  ・保護者を交えた進学勉強会 

  ・進路便りや年間進路指導計画表の作成・配布 

  ○ 研究会等の開催 

    ・学力向上のための教科指導力向上研究会 

   アクティブ・ラーニングの視点から生徒の主体性を生かす授業改善を進めるための研究             

  ・学力向上連絡協議会 

   アクティブ・ラーニングの視点から生徒の主体性を生かす授業改善を進めるための協議             

 ウ オールふくしまリーダー育成プロジェクト 

  ○ 対象 県立高等学校１・２年生 

  ○ 実施内容 

       (ｱ) １年生対象 ３泊４日の学習合宿 

    ・教員による入試問題研究講座（国語・数学・英語） 

・予備校講師等による難関大合格に向けたハイレベル講座（国語・数学・英語） 

      ・生徒によるグループ協議とプレゼンテーション等 

    ・社会人等による講演会等 

    ・大学生との交流会、パネルディスカッション等 
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    (ｲ) ２年生対象：２日間の地区別学習セミナー 

    ・教員による入試問題研究講座（国語・数学・英語） 

    ・大学教授・予備校講師等による講座 

      ・生徒によるグループ協議等 

⑵ 教職員現職教育計画に基づいて､各種研修会や講習会を開催し､教職員の職責にふさわしい資質・能力の向上に努めるとと

もに､社会の変化や時代の進展に対応した実践的指導力を習得させるため､各種の研修等を実施した｡   

⑶ 多様化した生徒の心の問題の解決のために､ピュアハートサポートプロジェクトとしてカウンセリング等の各種研修会を

開催し､教員の資質向上に努めた｡さらに､教育相談専門研修及び関係機関との連携強化のために各種連絡協議会を開催し､教

員の実践的指導力の向上を図った｡    

 

 

第２節  学校管理   

 １ 生徒数と教職員数 

⑴ 県立高等学校の推移   

(注)募集基準として学校数を算定(課程の変更､募集停止を実施した場合､２年以上の生徒が在籍しても学校数に含めない)｡ 

 

⑵ 中学校卒業者の進学状況    

(注)進学とは中学校卒業者のうち県内外を問わず､高校の全日制､定時制､通信制､別科､高専及び特別支援学校高等部へ進学し

たことをいう(就職者を含む)｡ 進学志願者数には高校の通信制課程志願者は含まれない｡ 

 

中学校卒業者数は前年度より 860名減少し、進学率は前年度より 0.2ポイント上昇､ 入学率は 0.1ポイント上昇した。 

平成 30年度の進学者の内訳は次のとおりである。 

高等学校全日制   16,200名（93.6%） 

     高等学校定時制      272名（ 1.6%） 

    高等学校通信制      448名（ 2.6%） 

   高等学校別科       1名（ 0.0%） 

    高等専門学校       224名（ 1.3%） 

    特別支援学校高等部  169名（ 1.0%） 

 

 

         年度 

区分 
21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

全日制 
本校 84 83 83 83 83 83 84 84 79 79 

分校 5 5 5 5 5 5 5 5 3 2 

定時制 

独立 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 

併置 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

計 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 

分校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

年度 

区分 
19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

卒業生(A) 23,127 22,333 21,807 21,930 20,887 20,220 19,427 19,782 18,929 18,824 18,482 17,622 

進学希望者数(B) 22,471 21,704 21,176 21,305 20,219 19,659 18,873 19,150 18,215 18,232 17,817 16,990 

進学者数(C) 22,593 21,873 21,371 21,529 20,467 19,835 19,072 19,388 18,548 18,487 18,130 17,314 

進学志願率(B/A) 97.2% 97.2% 97.1% 97.2% 96.8% 97.2% 97.1% 96.8% 96.2% 96.9% 96.4% 96.4% 

進学率(C/A) 97.7% 97.9% 98.0% 98.2% 98.0% 98.1% 98.2% 98.0% 98.0% 98.2% 98.1% 98.3% 

入学率(C/B) 100.5% 100.8% 100.9% 101.1% 101.2% 100.9% 101.1% 101.2% 101.8% 101.4% 101.8% 101.9% 
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ア 中学校卒業者の進学状況の推移、進学率の推移 
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イ 地域別高校志願率・進学率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 
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本県 95.6 96.3 96.0 96.6 96.9 97.5 97.4 97.8 97.7 97.9 98.0 98.2 98.0 98.1 98.2 98.0 98.0 98.2 98.1 98.3 
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⑶ 県立高等学校入学定員の推移        

 ア 全日制入学定員並びに定時制入学定員の推移 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

イ 学級編成基準 

学科の区分 全日制 定時制 学科の区分 全日制 定時制 

普通科 35，40 40 国際文化に関する学科 40 - 

農業に関する学科 40 - 英語に関する学科 40 - 

工業に関する学科 40 40 体育に関する学科 40 - 

商業に関する学科 40 - 美術に関する学科 40 - 

家庭に関する学科 40 - 国際科学に関する学科 40 - 

水産に関する学科 40 - 総合学科 40 - 

理数に関する学科 40 - 国際・スポーツに関する学科 40 - 

文理に関する学科 40 -       

 

⑷ 県立高等学校全日制課程入学状況の推移 

年度 
中学校卒業者数 入学定員 志願者数 志願倍率 入学者数 

Ａ Ｂ定員 Ｂ／Ａ(%) Ｃ志願者数 Ｃ／Ａ(%) Ｃ／Ｂ(%) Ｄ入学者数 Ｄ／Ｃ(%) 

21 21,807 17,090 78.4 18,975 87.0 111 16,666 87.8 

22 21,930 17,090 77.9 18,996 86.6 111 16,599 87.4 

23 20,887 16,330 78.2 17,725 84.9 109 15,460 87.2 

24 20,220 16,210 80.2 16,961 83.9 105 15,090 89.0 

25 19,427 15,410 79.3 16,231 83.5 105 14,307 88.1 

26 19,782 15,370 77.7 16,589 83.9 108 14,421 86.9 

27 18,929 14,842 78.4 15,716 83.0 106 13,961 88.8 

28 18,824 14,810 78.7 15,598 82.9 105 13,945 89.4 

29 18,482 14,530 78.6 15,213 82.3 105 13,478 88.6 

30 17,622 13,940 79.1  14,439 81.9  104  12,839 88.9  
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⑸ 県立高等学校生徒数（30.5.1 現在） 

         課程 

学科の区分 
全日制 

定時制 
専攻科 合計 通信制 

学年制 単位制 計 

普通科 

男 9,337 110 294 404   9,741 655 

女 10,336 93 305 398   10,734 636 

計 19,673 203 599 802 
 

20,475 1,291 

農業に関する学科 

男 1,388        1,388   

女 1,400        1,400   

計 2,788        2,788   

工業に関する学科 

男 5,358 49   49   5,407   

女 563 9   9   572   

計 5,921 58   58 
 

5,979   

商業に関する学科 

男 1,586        1,586   

女 2,933        2,933   

計 4,519        4,519   

家庭に関する学科 

男 13        13   

女 38        38   

計 51        51   

水産に関する学科 

男 329      35 364   

女 71      2 73   

計 400      37 437   

理数に関する学科 

男 228        228   

女 199        199   

計 427        427   

文理に関する学科 

男 332        332   

女 573        573   

計 905        905   

国際文化に関する 

学科 

男 22        22   

女 103        103   

計 125        125   

国際・スポーツに 

関する学科 

男 0        0   

女 0        0   

計 0        0   

国際科学に関する 

学科 

男 116        116   

女 482        482   

計 598        598   

英語に関する学科 

男 36        36   

女 121        121   

計 157        157   

体育に関する学科 

男 90        90   

女 24        24   

計 114        114   

美術に関する学科 

男 16        16   

女 102        102   

計 118        118   

総合学科 

男 1,574        1,574   

女 2,257        2,257   

計 3,831        3,831   

合計 

男 20,425 159 294 453 35 20,913 655 

女 19,202 102 305 407 2 19,611 636 

計 39,627 261 599 860 37 40,524 1,291 
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⑹ 県立高等学校通信制課程入学者、卒業者の推移 

区分 
年度 

学校  
19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

入
学
者 

安積第二高校 － － － － － － － － － － － － 

あさか開成高校 － － － － － － － － － － － － 

郡山萌世高校 239 262 278 290 216 197 152 133 124 99 87 71 

計 239 262 278 290 216 197 152 133 124 99 87 71 

              
区分 

年度 

学校  
18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 

卒
業
者 

安積第二高校 － － － － － － － － － － － － 

あさか開成高校 － － － － － － － － － － － － 

郡山萌世高校 204 200 218 228 260 223 231 192 155 158 122 121 

計 204 200 218 228 260 223 231 192 155 158 122 121 

  

(7) 県立高等学校教職員定数の推移 

区
分 

種別 高  等  学  校 

課程 全日制・定時制 通信制 

職種   年度 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

教
員 

校長 86 85 85 85 85 85 86 86 81 81                    

教諭等 3674 3617 3523 3446 3351 3312 3223 3218 3167 3116 37 37 37 37 36 36 36 36 34 33 

養護教員 114 113 110 110 109 106 106 105 102 100                    

補充教員 155 148 148 144 157 153 153 145 137 131                    

充指導主事 26  34  24  23  23  23  23  23  23  23                    

寄宿舎指導員 5 5 5 5 3 3 5 6 7 8                    

実習助手 334 330 330 329 326 326 323 322 320 314                    

計 4394 4332 4225 4142 4054 4008 3919 3905 3837 3773 37 37 37 37 36 36 36 36 34 33 

事務職員 263 262 257 256 251 249 245 247 240 232 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 

そ
の
他
の
職
員 

技能員                                      

学校司書 61 62 58 57 55 53 53 53 53 52                   

用務員 56 54 53 52 49 48 45 41 40 39                   

ボイラー技師 16 14 11 10 11 10 7 6 6 5                   

栄養士 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4                   

調理給食員 4 4 5 4 4 3 3 3 3 3                   

計 141 138 131 127 123 118 112 107 106 103                   

練
習
船 

技能職員 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9                   

その他の職員 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13                   

計 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22                   

合 計 4820 4754 4635 4547 4450 4397 4298 4281 4205 4130 43 43 43 43 42 42 42 42 40 39 
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２ 教職員人事・任用    

⑴ 人事異動の概要       

平成 30 年度の高等学校教職員定数（補充教員は含まな

い）は､前年度比 70 人減の 4,038 人となった｡このうち､教

諭等は､前年度比 52 人減の 3,149 人である｡ 

また､特別支援学校については､前年度比 35人増の 1,658

人となった｡このうち教諭等は前年度比 34 人増の 1,416 人

となった｡ 

ア 新採用(教諭)について 

平成 30 年度は 42 名(国語 4 名・地理歴史公民 9 名・

数学 1 名・理科 2 名・保健体育 3 名・音楽 2 名・美術 2

名・書道 1 名・英語 2 名・家庭 2 名・農業 5 名・工業 6

名・商業 2 名・水産 1 名)の新採用教員を県立高等学校

に配置した｡ 

   平成 30 年度に実施した平成 31 年度福島県公立学校教

員採用候補者選考試験は､採用予定者数 40名程度に対し

て、高等学校志願者は前年度比 66 名減の 597 名であっ

た。 

   一次及び二次選考試験の結果、名簿登載者数は 44 名

(前年度比 3 名増）となり、大学院猶予者 2 名を除く 42

名(前年度比 4名増)が新採用教員として配置されること

になる｡ 

イ 校長への昇任 

県立学校の校長への昇任は､その職責の重要性にかん

がみ､資格・人物・指導力等を十分考慮のうえ､教頭から

18名､教育庁関係から現場復帰による 2名の登用をみた｡

これらの管理職は､できる限り自分の専門性をいかせる

よう適材を適所に配置し､適正な学校管理運営をするよ

う努めた｡ 

ウ 異動について 

本年度も昨年度同様の方針にのっとり､同一校永年勤

務者､採用後引き続き同一校に 3 年以上勤務する者等を

含めて 474 名の教諭等の異動が実現した｡ 

経験豊かな教員の転出が促進されたこととともに､定

時制・通信制・及び特別支援学校と全日制高校との交流

が進んだことは､教育組織の強化充実に資するところで

あり､全県的に教育水準及び教育効果の向上に役立つも

のと期待される｡ 

⑵ 平成 30 年度県立学校教員異動基準        

 Ⅰ 一般基準 

(ｱ) 過員解消のための異動は、全県的視野から優先的に

取り扱う。 

(ｲ) 教育課程の適正な運営を期するため、教員組織の均

衡化を図り主免許教科を担当させるように努める。 

(ｳ) 優秀な人材の定時制（夜間）・通信制・分校及びへ

き地校への転入を図るとともに、その者が相当年数(３

年以上)勤務した場合の転出については、特に考慮す

る。 

(ｴ) 同一校には、原則として、最低３年は勤務するもの

とする。 

(ｵ) ２親等以内の者（姻族を含む。）は、原則として、同

一校勤務を避ける。 

   (ｶ) 教員人事公募選考制度については、別に定める。 

Ⅱ 異動基準 

ア 勤続年数による基準 

次に該当する者は、異動の対象とする。 

(ｱ) 採用後引き続き同一校に３年以上勤務した者（以下

「初任者」という。） 

(ｲ) 異動２校目において３年以上勤務した者（以下「若

年者」という。） 

ただし、(ｱ)、(ｲ)いずれの場合も、原則として３年

以上５年以内で異動させるものとする。 

（「若年者」については平成２１年度以降の採用者か

ら適用する。） 

(ｳ) 同一校に８年以上勤務した者 

（以下「永年者」という。） 

ただし、中通り地域の４校（湖南・塙工業・修明・

修明鮫川）、会津地域の４校（川口・田島・南会津・只

見）及び浜通り地域の２校（浪江津島・相馬農業飯舘）

に３年以上勤務した場合は、永年とみなすことができ

る。 

イ 地域、地区及び学校群による基準 

教員の適材適所への配置及び教員組織の均衡化を図

るため、県内を中通り、会津、浜通りの３地域に分け、

各地域に所在する学校を学校規模及び交通の利便性等

を考慮して、別表①に定めるⅠ・Ⅱ群に分類し、以下に

より異動を促進する。 

(ｱ) 原則として、採用後２０年以内に３地域の学校に勤

務するものとする。 

(ｲ) 農業、工業、商業、看護、福祉等を除く教科の教員

については、Ⅱ群の学校に勤務している者が同一地区

内で異動するときは、原則としてⅠ群の学校に勤務す

るものとする。 

ただし、Ⅱ群普通系からⅡ群専門系への異動、Ⅱ群

専門系勤務者のうち直近の勤務がⅠ群校の者のⅡ群普

通系への異動は可とする。 

なお、相双地区においてはⅡ群普通系内の異動も可

とする。 

(ｳ) 農業、工業、商業、看護、福祉等の教科の教員につ

いては、全県的視野から地域間で相互に異動させるも

のとする。 

ウ 平成２０年度以前の採用者について 

平成３０年度までは次の基準（以下「旧基準」という。）

を準用し、下記の(ｲ)ａを満たす者は、上記イ(ｱ)の規定

を満たすものとする。 

    (ｱ) 勤続年数による基準 

    次に該当する者は、異動の対象とする。 

ａ 初任者   

ｂ 永年者 
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(ｲ) 地区及び学校群による基準 

教員組織の均衡化を図るため、県内を県北・県南・   

会津・いわき・相双の５地区に分け、地区ごとに所在

する学校の地理的特殊性等を考慮して、別表②に定め

るＡ・Ｂ・Ｃ３群に分類し、以下により異動を促進す

る。 

ａ 原則として次の条件を満たすよう勤務するものと

する。 

    (a) 採用後１５年以内に２地区以上の学校に勤務す

る。 

    (b) Ａ・Ｂ２群の学校に勤務する。ただし、Ａ群につ

いては、採用後１５年以内とする。 

ｂ 県南地区の４校（湖南・塙工業・修明・修明鮫川）、

会津地区の４校（川口・田島・南会津・只見）及び

相双地区の３校（浪江津島・富岡川内・相馬農業飯

舘）は、それぞれ１地区とみなす。 

ｃ 本宮は平成１６年度より県北地区とし、平成１６

年度以降の転入・在籍者から適用する。 

ｄ 群の取扱いの変更は、別表③の適用年度以降に当

該校へ転入・在籍した者について適用する。 

ｅ 同一学校群内の異動については、次の諸点に留意

する。 

(a) Ａ群については、原則として、へき地校間、分校

間の異動は行わない。 

(b) Ｂ群については、原則として、同一市内間の異動

は行わない。ただし、いわき市及び南相馬市は除く。 

(c) Ｃ群については同一市内間の異動は行わない。 

ｆ 職業に関する学科の教員で、永年者については、         

全県的視野から地区間で相互に異動することができ

るものとする。  

また、異動後同一校に３年以上勤務した場合は、直

近の勤務地区内へ異動することができる。 

エ 寄宿舎指導員 

   原則として２に準ずるが、採用後２０年以内に２地域

の学校に勤務するものとする。 

 オ 交流 

(ｱ) 学校種別間の交流 

高等学校、特別支援学校及び中学校における教育を

充実させるため、県立特別支援学校、市町村公立中学

校との交流を促進する。 

ａ 県立特別支援学校との交流は教諭、養護教諭、実習

助手、寄宿舎指導員を対象とする。 

その期間は、教諭及び実習助手については原則とし

て３年とし、養護教諭及び寄宿舎指導員については原

則として３年から８年とする。 

ｂ 市町村公立中学校との交流は教諭を対象とし、そ

の期間は原則として２年とする。 

(ｲ) 他県との交流 

他県との交流については、別に定める。 

別表① 地域・地区・群学校分類表 

     群 

 

地域･地区 

Ⅰ Ⅱ 

中
通
り 

県
北 

福島工業（定）  

福島北 川俣 梁川 

保原 保原(定） 

安達 二本松工業 

安達東  本宮 

福島中央 

普通系 

福島 橘  

福島西 

福島東 

福島南 

専門系 

福島商業 

福島明成 

福島工業 

県
中 

安積(御舘） 湖南 

須賀川 須賀川桐陽 

清陵情報 長沼 

岩瀬農業 石川  

田村 船引 小野 

小野(平田） 

郡山萌世 

普通系 

安積 

安積黎明 

郡山東 

郡山 

あさか開成 

専門系 
郡山商業 

郡山北工業 

県
南 

光南 塙工業 

修明 修明（鮫川） 

白河二 

普通系 
白河 

白河旭 

専門系 白河実業 

会
津 

喜多方 喜多方東 

喜多方桐桜 

猪苗代 耶麻農業 

西会津 大沼 

川口 坂下 

会津農林 田島 

南会津 只見 

会津二 

普通系 

会津 

葵 

会津学鳳 

専門系 
若松商業 

会津工業 

会津学鳳中学校 

浜
通
り 

い
わ
き 

湯本 小名浜 

いわき海星 

磐城農業 勿来 

勿来工業 好間 

遠野 四倉 

いわき翠の杜 

普通系 

磐城  

磐城桜が丘 

いわき光洋 

専門系 

平工業 

平商業 

いわき総合 

相
双 

浪江 浪江（津島） 

富岡  双葉翔陽  

ふたば未来学園 

相馬農業 

相馬農業（飯舘） 

小高産業技術 新地 

普通系 
双葉 相馬 

原町 

専門系 相馬東 

  は、平成 29 年 4 月 1 日から休校になった学校。 
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別表② 地区・群別学校分類表 

  は、平成 29年 4月 1日から休校になった学校。 

 

別表③ 

高校名 群 適用年度 高校名 群 適用年度 高校名 群 適用年度 

小野 Ａ 昭和 52 白河実業 Ｂ 昭和 61 棚倉 Ａ 平成 10 

福島明成 Ｂ 昭和 56 川俣 Ａ 平成 2 東白川農商 Ａ 〃 

福島北 Ｂ 〃 福島商業 Ｂ 〃 あさか開成 Ｃ 平成 11 

いわき海星 Ａ 〃 梁川 Ａ 平成 8 光南 Ｂ 〃 

磐城農業 Ａ 〃 船引 Ａ 〃 石川 Ａ 〃 

勿来工業 Ａ 〃 いわき光洋 Ｃ 〃 いわき光洋 Ｂ 平成 16 

双葉翔陽 Ａ 〃 勿来 Ａ 〃       

猪苗代 Ａ 昭和 58 相馬農業 Ｂ 〃       

群 

地区 
Ａ Ｂ Ｃ 

特別支援学校 

(Ａ群校扱い) 

県 北 

福島工業(定) 川俣  

梁川 保原(定)  

安達東 福島中央 

福島商業 福島明成 

福島北 保原 安達 

二本松工業 本宮 

福島 橘 福島工業 

福島西 福島東  

福島南 

視覚支援（盲）  

聴覚支援福島（聾福島） 

大笹生支援（大笹生養護） 

須賀川支援医大（須賀川養護医大） 

県 南 

安積(御舘) 長沼  

石川 船引  

小野 小野(平田) 

郡山萌世 白河第二 

須賀川 須賀川桐陽 

清陵情報 岩瀬農業  

光南 白河実業  

田村 

安積 安積黎明 

郡山東 郡山商業 

郡山北工業 郡山  

あさか開成  

白河 白河旭 

聴覚支援（聾）  

郡山支援（郡山養護） 

あぶくま支援（あぶくま養護） 

須賀川支援（須賀川養護） 

須賀川支援郡山（須賀川養護郡山) 

たむら支援 

湖南 塙工業 修明 

修明（鮫川） 

西郷支援（西郷養護）   

石川支援（石川養護） 

石川支援たまかわ（石川養護分校） 

会 津 

猪苗代 耶麻農業 

西会津 会津第二 喜多方 喜多方東 

喜多方桐桜 

大沼 坂下 

会津農林 

会津 葵  

会津学鳳 

若松商業 

会津工業 

聴覚支援会津（聾会津) 

会津支援（会津養護） 

会津支援竹田（会津養護竹田） 

猪苗代支援（猪苗代養護） 

川口 田島  

南会津 只見 

会津学鳳中学校 

いわき 

いわき海星 磐城農業 

勿来 勿来工業 遠野 

いわき翠の杜 

いわき総合  

いわき光洋 湯本 

小名浜 好間 四倉 

磐城 磐城桜が丘  

平工業 平商業 

聴覚支援平（聾平) 

平支援（平養護） 

いわき支援（いわき養護） 

いわき支援くぼた(いわき養護くぼた) 

相 双 

双葉翔陽 新地 双葉 浪江 富岡 

相馬農業  

小高産業技術 

相馬 相馬東 

原町 

富岡支援（富岡養護） 

相馬支援（相馬養護） 浪江(津島)  

相馬農業(飯舘) 
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⑶ 教頭複数制実施校(平成 30 年度実績) 

   福島        橘       福島工業    福島西 

  福島北    保原      安積        安積黎明 

    郡山東    郡山北工   郡山         須賀川 

    清陵情報    岩瀬農業   光南        白河 

    白河実業      修明       田村         会津 

  葵        会津学鳳    会津工業     喜多方桐桜 

  磐城        磐城桜が丘 平工業      いわき総合   

湯本       勿来工業  ふたば未来学園 

   小高産業技術 郡山萌世   

   視覚支援      聴覚支援   大笹生支援   郡山支援    

あぶくま支援 須賀川支援 西郷支援   石川支援    

会津支援     平支援     いわき支援 

 

３  学校の設置及び統廃合  

− 公立高等学校の設置・廃止等(平成 31年度) − 
⑴ 学校の新設・廃止等 

ア 統合に伴う学校廃止  

なし 

 イ 統合に伴う学校新設  

なし 

ウ ふたば未来学園高等学校開校に伴い、避難区域にある

高等学校の生徒募集休止による休校 全日制５校 

   双葉高等学校、浪江高等学校、浪江高等学校津島校、 

   富岡高等学校、双葉翔陽高等学校 

 ⑵ 学級増  

なし  

⑶ 学級減  

全日制７校７学級 

課程 学校名 内  容 

全日制 福島 普通科 1学級 

 
福島南 情報会計 1学級 

 白河旭 普通科 1学級 

 葵 普通科 1学級 

 
大沼 普通科 1学級 

 
磐城桜が丘 普通科 1学級 

  平工業 電気工学科 1学級 
 

⑷ 募集停止 

  全日制１校２学級 

課程 学校名 内  容 

全日制 喜多方桐桜 エリアマネジメント科 1学級 

  喜多方桐桜 情報システム科 1学級 
 

⑸ 35人学級編制  

全日制２校４学級 

課程 学校名 内  容 

全日制 南会津 普通科 2学級 

  只見 普通科 2学級 
 

⑹ 課程廃止  

なし  

⑺ 学科転換・学科改編・学科新設  

  全日制１校１学級 

学科新設 

課程 学校名 内  容 

全日制 喜多方桐桜 経営マネジメント科 1学級 
 

⑻ 学科名変更 

なし 

⑼ 校名変更  

  なし 

⑽ 連携型中高一貫教育校 

課程 学校名  連携中学校 

全日制 塙工業 塙 

 
田島 田島、荒海 

 

ふたば未来学園 

 

 

 

浪江、浪江東、津島、 

なみえ創成、葛尾、双葉、 

大熊、富岡第一、富岡第二、 

川内、楢葉、広野 

  
相馬東 

 

中村第一、中村第二、 

向陽、磯部 

 

⑾ 併設型中高一貫教育校 

   会津学鳳高等学校(会津学鳳中学校) 

⑿ 定時制・通信制  

  変更なし 

⒀ 専攻科  

  変更なし 
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第３節  学校教育 

１ 概要   

⑴ 指導行政の基本方針     
  生徒の能力・適性､進路・関心等を十分考慮し､地域や学

校の実態に応じた教育指導の充実を図りながら､人間性豊

かな生徒の育成を目指して､学校教育活動が活発に展開さ

れるよう次の重点目標を設定し､その達成に努めた｡  

 ア 生徒の実態等を踏まえ､各学校が主体性をもって､多様

な教育課程を編成し､特色ある学校づくりができるよう

指導・援助する｡ 

イ 指導内容の精選と構造化に努め､言語活動の充実と生

徒のよい点を積極的に評価するなどの評価の改善を進め

ることにより、生徒一人一人の個性を生かす指導方法の

工夫・改善が図られるよう指導・援助する｡ 

ウ  生徒指導の組織・体制を点検するとともに､教職員の共

通理解を基盤として､中学校や家庭との連携を深めなが

ら､生徒理解に基づいた指導が展開されるよう､指導・援

助する｡ 

エ  生徒の学校生活への適応を促し､中途退学者の減少及  

び問題行動・生徒事故の未然防止が図られるよう指導・  

援助する｡ 

 オ 教職員の資質と指導力の向上に努める｡ 

 カ 勤労観・職業観の育成にかかわる体験的な学習及び産

業教育､情報教育の推進を図る｡ 

⑵ 指導組織        
  高校教育課長を中心に､主幹､主任指導主事及び指導主事

が一体となって､それぞれの分掌に従い､企画・運営・指導

助言に当たった｡ 

また、学校教育指導委員の指名については、県立高校教

諭及び養護教諭３９名を指名し、各教科等の指導活動の充

実・強化を図った。 

⑶ 学校教育指導の重点      
    前記の基本方針に基づき､指導の重点を次のように設定

し､指導の充実を図った｡               
ア 教育課程の適切な運営と指導法の改善を図る｡ 

(ｱ) 教育課程の適正な実施について、校長会、教頭会に   

おいて周知徹底を図った。 

  (ｲ) 福島県高等学校教育課程講習会において、新高等学校

学習指導要領について、その趣旨の徹底を図るとともに、

教育課程実施に伴う諸問題について研究協議を行った。 

イ  学力向上を図る｡       

「アクティブ・ラーニングによる学力向上推進事業」と

して、生徒の進路希望実現を目指した各学校の学力向上や

キャリア教育に関する取組の支援、授業改善や進学指導力

向上のための研究会などを実施した。また、将来社会にお

いてリーダーシップを発揮できる人材の育成を目指し、難

関大学進学への意識、意欲の高い生徒を対象とした学習セ

ミナーを実施した。さらに、対象校の進路指導担当者を出

席者とする学力向上連絡協議会を実施した。 

ウ 生徒指導の充実を図る。   
   (ｱ) 各種研修会、学校訪問等の指導を通して、校内にお   

ける指導体制の確立を図るとともに、教職員の共通理   

解を図り、同一歩調による生徒指導の充実に努めた。 

(ｲ) 生徒指導担当者研修会を開催し、生徒の多様化に即   

した生徒指導の在り方、開かれた生徒指導の在り方に   

ついて研究協議を行った。 

(ｳ) 学校における教育相談体制の確立と教育相談活動の   

改善・充実を図った。 

  (ｴ) スクールカウンセラー活用事業として、生徒の臨床   

心理に関して高度に専門的な知識・経験を有するスクー

ルカウンセラーを配置し、いじめや不登校等生徒の問題

行動の解決に当たった。 

エ 進路指導の充実を図る｡    
 各種の研修会や講座を通して､下記事項の徹底に努め

た｡ 

(ｱ) キャリア教育の観点より低学年からの計画的・組織的

な進路指導を通し進路意識の高揚に努めること｡ 

(ｲ) ホームルーム活動における進路指導の充実に努める

こと｡ 

(ｳ) 面談や諸調査・諸検査を通して､生徒の能力・適性・

進路の希望等を的確に把握すること｡ 

(ｴ) 生徒の自己理解の促進に努めること｡ 

(ｵ) 進路指導室の整備及び進路に関する情報や資料の収

集に努めるとともに､その効果的な活用を図ること｡ 

(ｶ) 組織的・計画的な進路相談の充実に努めること｡ 

  (ｷ) きめ細かな就職指導の充実・徹底に努めること｡ 

 オ 産業教育の充実を図る｡   

   産業教育の改善・充実を図るため､施設・設備の充実及

び情報教育の推進に努めた｡ 

  (ｱ) 体験入学の内容の質的改善・充実に努めた｡ 

  (ｲ) 情報教育の充実のため､教員の研修に努めた｡ 

(ｳ) 産業教育関係機関との連携により､産業教育の振興に

努めた｡ 

⑷ 教職員の資質の向上と学校管理運営の充実  
 ア 現職教育の充実         

  (ｱ) 校内における研修体制の改善・充実を図った｡ 

(ｲ) 研修会､講習会等への積極的な参加を促進し､指導力

の向上を図った｡ 

(ｳ) 自己研修の充実により､教職員の能力が効果的に発揮

されるように努めた｡ 

 イ 学校管理運営の適正化 

(ｱ) 学校経営・運営ビジョンを定め､その達成度を客観的

に評価し､その結果を公表するように努めた｡ 

(ｲ) 管理者が学校管理運営について積極的に指導助言を

行うよう努めた｡ 

(ｳ) 諸表簿の整理と保管､設備・備品の管理と活用につい

ては､適正に行われるように努めた｡ 

(ｴ) 学校事務の責任分担を明確にし､正確､敏速､円滑に処

理するよう努めた｡ 
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(ｵ) 各種調査報告について､厳正､的確に作成し､期限の厳

守に努めた。 

ウ 勤務体制の確立 

   教職員の勤務内容を明確にし､その実績について客観

的に評価できるようにした｡ 

 エ 使命感の高揚 

(ｱ) 教育公務員としての使命感に徹し､規律と責任ある体

制を整え､教育能率の向上に努めた｡ 

(ｲ) 教育公務員としての立場を自覚するとともに､服務倫

理委員会を活用して事故防止に努め､社会的信用を失墜

させることのないようにした｡ 

(ｳ) 絶えず自己研修に努め､豊かな知性を養い､指導力を

高め､職責を十分果たせるようにした｡ 

⑸ 教育環境の整備充実       
 ア 学習環境の整備充実 

(ｱ) 環境整備については､方針を確立し､年次計画による

充実を図った｡ 

(ｲ) 学習環境を整備し､学習意欲の高揚を図った｡ 

  (ｳ) 施設・設備の管理と運営の適正化を図った｡ 

 イ 学校事故防止の徹底 

(ｱ) 安全教育の計画的実施と､事故防止を配慮した環境の

整備改善に努めた｡ 

(ｲ) 学校事故､教職員事故の防止については､適切な対策

を講じ､事故の絶無を期した｡ 

(ｳ) 指導・管理の充実を図るため､関係機関､団体等との連

携を密にして協力体制の確立に努めた｡ 

⑹ 県立高等学校入学者選抜       
 ア 基本方針 

   平成31年度福島県立高等学校入学者選抜における基本方針 

(ｱ) Ⅰ期選抜 

Ⅰ期選抜は、各高等学校が自校の特色に応じてどのよ

うな受験生に志願してほしいかを選抜方法と併せて明

示し、受験生は、それに応じて自分の志願したい高等学

校を主体的に選択し出願できる選抜とする。選抜に当た

っては、受験生の個性や学ぶ意欲を重視するとともに、

自校の特色に応じた選抜となるよう選抜資料を活用し、

各高等学校の教育を受けるに足る能力・適性等を総合的

に判定して選抜するものとする。 

ａ 選抜に当たっては、志願理由書の記載内容、調査書

の審査結果、面接の結果を資料とする。なお、各高等

学校の判断により、学校の特色や学科の特性に応じて、

小論文（又は作文）の結果、実技等の結果を選抜資料

に加えることができるものとする。 

ｂ Ⅰ期選抜においては、各高等学校が自校の教育目標

にふさわしい入学者を選抜するため、受験生を多面

的・多元的に評価するための資料の一つとして面接の

結果を積極的に活用するものとする。 

このため、面接の内容としては、受験生の個性や学

ぶ意欲をみるとともに、中学校における学習活動の成

果を問う内容を含むことができるものとする。 

ｃ Ⅰ期選抜の定員枠については、県教育委員会が定め

る範囲の中で、各高等学校が、その特色や学科の特性

に応じて設定するものとする。 

(ｲ) Ⅱ期選抜 

Ⅱ期選抜は、中学校における学習活動の成果を総合的

にみる選抜とする。選抜に当たっては、学力検査の成績、

調査書の審査結果を資料とし、さらに面接を実施する高

等学校においては面接の結果とを併せて資料とし、各学

校の特色、学科の特性等に配慮しつつ、その教育を受け

るに足る能力・適性等を総合的に判定して選抜するもの

とする。 

ａ 学力検査を実施する教科は、全日制の課程において

は、国語、社会、数学、理科、外国語（英語）の５教

科とする。 

定時制の課程においては、各高等学校の判断によ

り、実施教科を減じることができるものとする。 

また、定時制の課程においては、年齢１８歳以上の

者については、学力検査を免除することができるもの

とし、学力検査を免除した場合、小論文（又は作文）

を実施することができるものとする。 

ｂ 学力検査の問題作成に当たっては、中学校学習指導

要領に示された各教科の目標及び内容を踏まえて、基

礎的・基本的な内容の確実な定着をみる出題を一層工

夫するとともに、論述式の解答を求める出題や思考

力・分析力を問う出題をさらに工夫するものとする。 

ｃ 学力検査問題の配点については、各問の標準配点に

留意しつつ、各高等学校の判断により配点ができるも

のとする。 

ｄ 特定の教科の学力検査の配点の比重を変える傾斜配

点については、各学校の特色・学科の特性を考慮し、

各高等学校の判断により実施することができるものと

する。 

また、志願者の自己申告による傾斜配点についても、

各高等学校の判断により実施できるものとする｡ 

ｅ Ⅱ期選抜の合否判定に当たっては、学力検査と調査

書の成績の比重を原則として同等とする。 

ただし、各高等学校が自校の特色化を図るために必

要と判断する場合には、学力検査と調査書の成績の比

重を変えることができるものとする。 

 具体的には、次のようにして合否判定を行う。 

(a) 学力検査と調査書の成績の比重を同等とする場合 

学力検査と調査書の成績のいずれもが定員内にあ

る者で、調査書の記載事項及び面接を実施した場合

にはその結果に特に問題のない者を合格とする。次

に、その他の者については、学力検査の成績と調査

書の記載事項及び面接を実施した場合にはその結果

とを十分に精査して、総合的に判定する。 
(b) 学力検査と調査書の成績の比重を変える場合 

学力検査と調査書の成績のいずれか一方に一定の

数値を掛けて両者を加えて得られた成績と、調査書
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の記載事項及び面接を実施した場合にはその結果と

を十分に精査して、総合的に判定する。 

ただし、上記ｅにより実施する場合には、学力検

査の特定の教科への傾斜配点及び自己申告による傾

斜配点は実施しないものとする。 

ｆ 面接については、各高等学校の判断により実施でき

るものとする。 

(ｳ) Ⅲ期選抜 

Ⅲ期選抜は、Ⅰ期選抜、Ⅱ期選抜及び連携型中高一貫

教育に係る入学者選抜（以下「連携型選抜」という。）

により定員（会津学鳳高等学校においては、会津学鳳中

学校から会津学鳳高等学校への入学を志願する者の数

を除いた数とする。）を充足しない高等学校において実

施するものとし、Ⅰ期選抜、Ⅱ期選抜及び連携型選抜の

受験の有無にかかわらず出願できる選抜とする。選抜に

当たっては、調査書の審査結果、面接の結果及び小論文

（又は作文）の結果を資料として、各高等学校の教育を

受けるに足る能力・適性等を総合的に判定して選抜する

ものとする。 

なお、Ⅰ期選抜、Ⅱ期選抜又は連携型選抜に合格した

者は出願できないものとする。 

ａ 選抜に当たっては、調査書の成績とともに、面接の

結果及び小論文（又は作文）の結果を十分に精査する。 

ｂ Ⅱ期選抜における学力検査の成績は、Ⅲ期選抜の資

料とはしないものとする。 

ｃ Ⅲ期選抜における面接は、受験生の学ぶ意欲をみる

内容とともに、中学校における学習活動の成果を問う

内容を含むことができるものとする。 

(ｴ) 連携型選抜 

連携型中高一貫教育を実施する高等学校（以下「連携

型高等学校」という。）において、連携型中高一貫教育

を実施する中学校（以下「連携型中学校」という。）か

ら目的意識や意欲のある生徒の入学を促進し、６年間を

通して生徒一人一人の個性をより重視した教育の実現

を図るため連携型選抜を実施する。選抜に当たっては、

受験生の個性や学ぶ意欲をみるとともに、連携している

内容に応じた選抜となるよう配慮し、各連携型高等学校

の教育を受けるに足る能力・適性等を総合的に判定して

選抜するものとする。 

ａ 選抜に当たっては、中学校長から提出された調査書

及び面接の結果を資料とする。 

なお、各連携型高等学校長の判断により、学校の特

色や連携している内容に応じて、課題研究レポート、

適性検査等の結果を選抜資料に加えることができるも

のとする。 

ｂ 連携型選抜においては、各連携型高等学校が連携型

中高一貫教育にふさわしい入学者を選抜するため、面

接の内容としては、受験生の個性や学ぶ意欲をみると

ともに、中学校における学習活動の成果を問う内容を

含むことができるものとする。 

ｃ 募集定員枠については、別に公告する募集定員の

30％を下限とし、各連携型高等学校が学校・学科の特

色や地域の特性に応じて設定する。 

ただし、定員枠については、当該高等学校長はあら

かじめ県教育委員会と協議するものとする。 

また、Ⅰ期選抜の募集定員枠は、これとは別に設定

するものとする。 

ｄ 連携型高等学校の連携型選抜に出願することができ

る者は、当該高等学校と連携している中学校を卒業す

る見込みの者とする。 

なお、連携型中学校を卒業する見込みの者は、当該

中学校と連携している高等学校のⅠ期選抜へ出願す

ることはできない。 

ｅ 実施期日については、Ⅰ期選抜と同日又はⅠ期選抜

に近接した日とする。 

なお、併設型中高一貫教育校である会津学鳳中学校

から会津学鳳高等学校への入学を志願する者について

は、各選抜に出願することはできないものとする。 

イ 入学者選抜関係日程 

   ６月６日 第１回県立中学校・高等学校入学者選抜事

務調整会議 

    ７月19日  第２回県立中学校・高等学校入学者選抜事

務調整会議 

    ８月28日  第３回県立中学校・高等学校入学者選抜事

務調整会議 

    ８月28日  県立中学校・高等学校入学者選抜方法の改

善等に関する調査研究報告書提出 

      10月５日～10月12日 

                県北・県中・県南・会津・南会津・いわき・

相双の７地区で入学者選抜実施要綱説明会

実施 

     10月19日 平成31年度入学者募集定員決定 

  (ｱ) Ⅰ期選抜関係日程 

１月17日～１月22日 出願書類受付 

       １月31日(２月１日) 面接等 

       ２月５日      合格内定通知 

       ２月７日～２月12日  入学確約書提出 

       ３月14日       合格者発表 

  (ｲ) Ⅱ期選抜関係日程 

       ２月13日～２月18日 出願書類受付 

       ２月19日～２月21日 出願先変更 

       ２月22日～２月25日 調査書提出 

       ３月７日       学力検査 

       ３月７日又は８日  面接等 

      ３月14日      合格者発表 

  (ｳ) Ⅲ期選抜関係日程 

       ３月15日～３月18日  出願書類受付 

       ３月19日      出願先変更 

       ３月22日      面接等 

       ３月25日      合格者発表 
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(ｴ) 連携型選抜関係日程 

     １月17日～１月22日 出願書類受付 

        Ⅰ期選抜と同日又はⅠ期選抜に近接した日 面接等 

       ２月５日      合格内定通知 

       ２月７日～２月12日 入学確約書提出 

       ３月14日      合格者発表 

   (ｵ) 通信制の課程選抜日程 

     ２月13日～３月27日 出願書類受付 

     ４月３日      合格者発表(個人宛通知) 

ウ ふたば未来学園高等学校の入学者選抜 

平成２７年度入学者選抜において、双葉高等学校（普

通科）、浪江高等学校（普通科）、浪江高等学校津島校

（普通科）、富岡高等学校（国際・スポーツ科）、双葉

翔陽高等学校（総合学科）を募集停止とし、平成２７年

４月にふたば未来学園高等学校を開校した。平成３１年

度連携型選抜においては、次の(ｱ)～(ｳ)に該当する者を

出願資格を有する者とした。 

(ｱ) 出願時にＪＦＡアカデミー福島又は双葉地区教育構   

想ビクトリープログラムに参加している者 

  (ｲ) 次の双葉郡の中学校に在籍している者 

    双葉郡浪江町立浪江中学校 

    双葉郡浪江町立浪江東中学校 

       双葉郡浪江町立津島中学校 

    双葉郡浪江町立なみえ創成中学校 

    双葉郡葛尾村立葛尾中学校 

    双葉郡双葉町立双葉中学校 

    双葉郡大熊町立大熊中学校 

    双葉郡富岡町立富岡第一中学校 

    双葉郡富岡町立富岡第二中学校 

    双葉郡川内村立川内中学校 

    双葉郡楢葉町立楢葉中学校 

    双葉郡広野町立広野中学校 

(ｳ) ふたば未来学園高等学校との連携型中高一貫教育を

実施している中学校に在籍している者以外で、東日本大

震災が発生した時に、双葉郡内の小学校に在籍していた

者又は双葉郡内に保護者が居住していた者で、中学校若

しくはこれに準ずる学校若しくは義務教育学校若しく

は中等教育学校の前期課程を平成３１年３月に卒業見

込又は修了見込の者 

 
エ 志願者数・合格者数 
  ◇各選抜ごとの集計 

   ※「普通科等」には、普通科、理数科、数理科学科、文理科、国際文化科、英語科、体育科、デザイン科学科、 

国際科学科が含まれる。                                                          (  ) 内は平成３０年度 

(ｱ) Ⅰ期選抜 

《全日制》 

学科 入学定員 
Ⅰ期選抜 

定  員 

志願者数 志願 

倍率 

合格内定者数 

男 女 計 男 女 計 

普通科等 7,500  1,854  1,104  1,761  2,865  1.55  730  1,180  1,910  

農  業 1,040  448  257  402  659  1.47  181  278  459  

水  産 160  56  90  17  107  1.91  48  16  64  

工  業 2,080  944  1,209  162  1,371  1.45  863  123  986  

商  業 1,480  630  299  690  989  1.57  190  482  672  

家  庭 40  14  4  7  11  0.79  3  7  10  

総  合 1,320  429  226  426  652  1.52  162  293  455  

計 13,620  4,375  3,189  3,465  6,654  1.52  2,177  2,379  4,556  

  (13,940) (4,464) (3,237) (3,429) (6,666) (1.49) (2,225) (2,353) (4,578) 

 

《定時制》 

学科 入学定員 
Ⅰ期選抜 

定  員 

志願者数 志願 

倍率 

合格内定者数 

男 女 計 男 女 計 

普  通 440  140  94  74  168  1.20  63  59  122  

工  業 40  12  8  0  8  0.67  8  0  8  

計 480  152  102  74  176  1.16  71  59  130  

 
(480) (152) (66) (99) (165) (1.09) (37) (74) (111) 
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(ｲ) 連携型中高一貫教育に係る入学者選抜（連携型選抜） 

学科 入学定員 
連携型選抜 

定  員 

志願者数 志願 

倍率 

合格内定者数 

男 女 計 男 女 計 

普  通 80  32  11  14  25  0.78  11  13  24  

工  業 80  24  12  3  15  0.63  10  3  13  

総  合 320  144  71  86  157  1.09  61  75  136  

計 480  200  94  103  197  0.99  82  91  173  

 
(480) (184) (95) (119) (214) (1.16) (75) (98) (173) 

 

(ｳ) Ⅱ期選抜 

《全日制》 

学科 入学定員 

Ⅰ期選抜・

連携型選抜

合格内定者を

除いた定員 

志願者数 
志願 

倍率 

合格者数 

男 女 計 男 女 計 

普通科等 7,500  5,566  2,690  2,991  5,681  1.02  2,255  2,440  4,695  

農  業 1,040  581  280  236  516  0.89  246  211  457  

水  産 160  96  75  10  85  0.89  63  8  71  

工  業 2,080  1,081  959  84  1,043  0.96  852  69  921  

商  業 1,480  808  357  490  847  1.05  301  394  695  

家  庭 40  30  5  9  14  0.47  4  8  12  

総  合 1,320  643  262  376  638  0.99  222  327  549  

計 13,620  8,805  4,628  4,196  8,824  1.00  3,943  3,457  7,400  

 
(13,940) (9,103) (4,964) (4,388) (9,352) (1.03) (4,140) (3,621) (7,761) 

 

《定時制》 

学科 入学定員 

Ⅰ 期 選 抜  

合格内定者を

除いた定員 

志願者数 志願 

倍率 

合格者数 

男 女 計 男 女 計 

普  通 440  318  92  59  151  0.47  61  52  113  

工  業 40  32  12  0  12  0.38  7  0  7  

計 480  350  104  59  163  0.47  68  52  120  

 
(480) (369) (102) (65) (167) (0.45) (78) (58) (136) 

 

(ｴ) 外国人生徒等に係る特別枠選抜 

学校名 学科名 定員 
志願者数 合格者数 

男 女 計 男 女 計 

福島北 総  合 若干名 0  0  0  0  0  0  

福島南 国際文化 若干名 0  2  2  0  2  2  

あさか開成 国際科学 若干名 2  2  4  2  2  4  

光 南 総  合 若干名 0  0  0  0  0  0  

会津学鳳 総  合 若干名 0  0  0  0  0  0  

湯 本 普  通 若干名 0  0  0  0  0  0  

相馬東 総  合 若干名 0 0  0  0  0  0  
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(ｵ) Ⅲ期選抜 

《全日制》 

学科 入学定員 
志願者数 合格者数 

男 女 計 男 女 計 

普通科等 871  97  56  153  82  50  132  

農  業 124  23  7  30  13  6  19  

水  産 25  4  0  4  4  0  4  

工  業 160  21  6  27  18  6  24  

商  業 113  5  9  14  3  9  12  

家  庭 18  0  0  0  0  0  0  

総  合 94  16  9  25  12  7  19  

計 1,405  166  87  253  132  78  210  

 
(1,342) (185) (119) (304) (132) (106) (238) 

 

《定時制》 

学科 入学定員 
志願者数 合格者数 

男 女 計 男 女 計 

普  通 205  33  9  42  22  8  30  

工  業 25  5  0  5  2  0  2  

計 230  38  9  47  24  8  32  

 
(233) (38) (15) (53) (29) (11) (40) 

 
 

◇Ⅲ期選抜実施後の最終集計 

※「普通科等」には、普通科、理数科、数理科学科、文理科、国際文化科、英語科、体育科、デザイン科学科、 

国際科学科が含まれる。                                               (  ) 内は平成３０年度 

《全日制》 

学科 入学定員 

Ⅰ 期 選 抜 

合   格 

内 定 者 数 

連携型選抜 

合   格 

内 定 者 数 

Ⅱ 期 選 抜 

合 格 者 数 

Ⅲ 期 選 抜 

合 格 者 数 

合格者数 

男 女 計 

普通科等 7,500  1,910  24  4,695  132  3,078  3,683  6,761  

農  業 1,040  459    457  19  440  495  935  

水  産 160  64    71  4  115  24  139  

工  業 2,080  986  13  921  24 1,743  201  1,944  

商  業 1,480  672    695  12  494  885  1,379  

家  庭 40  10    12  0  7  15  22  

総  合 1,320  455  136  549  19  457  702  1,159  

計 13,620  4,556  173  7,400  210  6,334  6,005  12,339  

 
(13,940) (4,578) (173) (7,761) (238) (6,572) (6,178) (12,750) 
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《定時制》 

学科 入学定員 

Ⅰ 期 選 抜 

合   格 

内 定 者 数 

連携型選抜 

合   格 

内 定 者 数 

Ⅱ 期 選 抜 

合 格 者 数 

Ⅲ 期 選 抜 

合 格 者 数 

合格者数 

男 女 計 

普  通 440  122    113  30  146  119  265  

工  業 40  8    7  2  17  0  17  

計 480  130    120  32  163  119  282  

 
(480) (111) 

 
(136) (40) (144) (143) (287) 

 

２ 現職教育 
⑴ 各種研修並びに講習会 

名 称 期日 期間 会 場 参加者 

新任校長研修会 5.10～5.11 2日 教育センター 新任県立高等学校長 15名 

新任教頭研修会 5.17～5.18 2日 教育センター 新任県立高等学校教頭 21名 

経験者研修Ⅲ（中堅教員研修） 10.22～10.24 3日 教育センター 県立学校中堅教員 48名 

初任者研修（基本研修） 4.4～4.5 2日 教育センター 高等学校初任者研修 

対象教員 43名 〃  （一次研修） 4.18～4.20 3日 教育センター 

〃  （二次研修） 10.31～11.2 3日 教育センター 

〃  （教科別 研修）  9.3～9.5 3日 ・商業（平商業） 

9.5～9.7 3日 ・国語（相馬農業） 

・数学（福島南） 

・理科（石川） 

・保健体育（喜多方） 

・音楽 

（いわき光洋、平工業） 

・家庭（耶麻農業） 

・農業水産（岩瀬農業） 

9.25～9.27 3日 ・英語（南会津） 

9.26～9.28 3日 ・地歴公民（郡山） 

・美術 

（長沼、須賀川桐陽） 

・工業（会津工業） 

 〃  （地区別研修） 4月～11月 11日 各地区施設 

学校等 

   〃  （所属における研修） 4月～3月 150時間 各所属校 

２年次教員フォローアップ研修 

（教科等指導研修） 

7.9 1日 教育センター 高等学校初任者研修 

修了教員 37名 

〃   （企業体験研修） 長期休業期間中 2日 各企業等 

〃   （所属校における研修） 4月～3月 30時間 各所属校 

経験者研修Ⅰ（校外研修） 1班 

10.10 ～10.12 

3日 教育センター 県立学校教職経験 

５年を経過した者 74名 

〃    （所属校における研修） 5月～12月 5日 各所属校 
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名 称 期日 期間 会 場 参加者 

経験者研修Ⅱ（共通研修） 4.17 1日 教育センター 県立学校教職経験 

10年を経過した者 73名 〃   （生徒指導研修） 7.3 1日 教育センター 

〃   （教科指導研修Ⅰ） 7.4 1日  

〃   （教科指導研修Ⅱ） 10.29 ～10.30 2日  

〃   （社会体験研修Ⅰ） 4月～1月 2日 各所、施設等 

〃   （所属校における研修） 4月～1月 15日以上 各所属校 

〃   （選択研修） 4月～1月 3日以上 各所、施設等 

新任教務主任研修会 7.31 1日 郡山北工業高校 新任教務主任 19名 

8.2 1日 福島西高校 

8.2 1日 四倉高校 

8.17 1日 坂下高校 

 
⑵ 教員体験研修（２か月） 

  実施せず 

⑶ 教職員等中央研修 

 ア 趣旨 

学校経営力向上のための高度で専門的な知識等を習得さ

せ、各地域の中核となる校長、教頭、中堅教員を育成する。 

 イ 主催 独立行政法人教員研修センター 

 ウ 共催 文部科学省 

 エ 会場 独立行政法人教員研修センター 

 オ 期間及び参加者 

 ◇校長研修（10月 15日～10月 19日） 

県立小野高等学校長   渡邉 学 

◇副校長・教頭等研修（9月 25日～10月 5日） 

 県立会津高等学校教頭  田母神 賢一 

◇中堅教員研修（11月 19日～11月 30日） 

 県立平工業高等学校教諭   小宅 都雄 

 県立会津学鳳高等学校教諭  平出 雅一 
◇次世代リーダー育成研修 
（8月 6日～8月 10日、12月 10日～12月 14日） 

 県立郡山商業高等学校教諭  鈴木 敦 

 県立本宮高等学校教諭    太田 智寛 

⑷ 学校組織マネジメント指導者養成研修 

 ア 趣旨 

   学校組織マネジメントの理論を身に付け、的確な校長

のリーダーシップと経営理念のもとに戦略を構築し、学

校内外の資源を活用することができるようにする。 

 イ 主催 独立行政法人教員研修センター 

 ウ 共催 文部科学省 

 エ 会場 独立行政法人教員研修センター 

 オ 期間及び参加者 

   （8月 27 日～8月 30日）      
県立会津学鳳高等学校教頭  齋藤 賢一郎 
 

３ 教育課程 

⑴ 高等学校教育課程説明会    

 ア 目的 

   新高等学校学習指導要領について、その趣旨の説明及

び必要な研究協議を行い、高等学校教育の改善及び充実

を図ることを目的とする。 

 イ 主催 

   文部科学省及び福島県教育委員会 

 ウ 期日・開催地 

  ○ 各学科に共通する教科関係 

    ７月 17日（火）～７月 19日（木） 

  ○ 職業学科に関する教科関係 

７月 17日（火）～７月 20日（金） 

  ○ 東京都 

 エ 参加者 

部  会 氏  名 所  属 

総 則 箱崎 兼一 高 校 教 育 課 

国 語 梅野 克也 高 校 教 育 課 

地 理 歴 史 大和田好倫 高 校 教 育 課 

公 民 武田 重信 教 育 セ ン タ ー 

数 学 佐藤  周 高 校 教 育 課 

理 科 髙野 英樹 高 校 教 育 課 

保 健 体 育 新方 浩二 健 康 教 育 課 

音 楽 鈴木 和明 高 校 教 育 課 

美 術 ・ 工 芸 橋本 淳也 教 育 セ ン タ ー 

書 道 佐藤 真紀 白 河 高 等 学 校 

外 国 語 森  敏行 教 育 セ ン タ ー 

家 庭 岩淵 優子 高 校 教 育 課 

情 報 滝沢日佐人 高 校 教 育 課 
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部  会 氏  名 所  属 

理 数 髙野 英樹 高 校 教 育 課 

総合的な探究の時間 坂本 圭介 県中教育事務所 

特 別 活 動 渡辺 隆博 県南教育事務所 

農 業 持地 勝博 高 校 教 育 課 

工 業 清水 隆司 高 校 教 育 課 

商 業 羽染  恒 高 校 教 育 課 

水 産 持地 勝博 高 校 教 育 課 

看 護 急式 祐子 教 育 セ ン タ ー 

情 報 清水 隆司 高 校 教 育 課 

福 祉 急式 祐子 教 育 セ ン タ ー 

 

⑵ 福島県高等学校教育課程講習会    

ア 目的 

新高等学校学習指導要領について、その趣旨の徹底を

図るとともに、教育課程実施に伴う諸問題について研究

協議を行う。 

 イ 主催 

   文部科学省及び福島県教育委員会 

 ウ 期日・会場・参加者数 

地 区 期日 会  場 参加者数 

相 双 8月 6日 相馬高等学校 69 

会津・南会津 8月 7日 会津学鳳高等学校 184 

県中・県南 8月 8日 清陵情報高等学校 394 

県 北 8月 9日 福島南高等学校 242 

い わ き 8月 10日 いわき光洋高等学校 210 

合    計 1,099 

 

エ 部会の参加者 

   設置部会及び参加者数は次の通りである。 

部 会 参加者数 部 会 参加者数 

総 則 97 書 道 10 

国 語 136 外 国 語 107 

地理歴史 91 家 庭 65 

公 民 78 情 報 20 

数 学 161 農 業  

理 科 122 工 業  

保健体育 118 商 業  

音 楽 46 水 産 11 

美術・工芸 30 看護・福祉 7 

合     計 1,099 

 

 

⑶ 情報教育の充実       

 ア 情報教育研修 

(ｱ) 専門研修  高等学校教育の産業教育及び教育セン

ターの情報処理教育講座の欄参照 

(ｲ) 一般研修  各種研修において情報処理に関する演

習等を実施 

  イ 情報処理関係学科の設置状況 

農業 生産情報 福島明成 

工業 

情報技術 郡山北工業､会津工業、平工業 

情報電子 福島工業、清陵情報 

情報システム 二本松工業 

情報工学 平工業 

商業 

情報処理 郡山商業、清陵情報 

情報会計 福島南、本宮、清陵情報 

情報ビジネス 
福島商業、白河実業、若松商業、

小高産業技術 

オフィス情報 須賀川 

情報マネジメント 修明 

情報システム 喜多方桐桜、平商業 

産業革新 小高産業技術 

水産 情報通信 いわき海星 

 

⑷ 国際理解教育の充実      

 語学指導等を行う外国青年招致事業 

  国際化に対応できる人材の育成及び外国語教育の充実 

ア 招致人数 32 名 

 イ 配  置   ○県内 23の高校に各１名を配置、配置校に

おける指導及び訪問指導 

               ○県内 8つの高校に各 1名、県立中学校に

1名配置、専任校における指導 
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  ４ 学力向上対策等 

⑴ 平成 30 年度文部科学省指定各種研究校 

研究種別 学校名 
指定 
年度 

研究主題 

ス ー パ ー  

サ イ エ ン ス 

ハイスクール 

（ Ｓ Ｓ Ｈ ） 

福島 

29 

～ 

  33 

高い専門性と地域のリーダ

ーとしての資質を併せ持つ世

界で活躍する科学技術人材の

育成を目的とし、この達成のた

めに創造的思考力、表現力・発

信力、国際力、専門力、物事を

完遂する力といった５つの資

質・能力の育成を目標とする。 

会津 

学鳳 

28 

～ 

 32 

大学、研究機関、地元企業の協

力のもとに、高度なコンピュータ

リテラシーをそなえ、国際化、情

報化社会で活躍できる科学技術

系人材を、中学校・高等学校・大

学の連携体制を通して育成する

プログラムの研究開発。 

 
 

⑵ アクティブ・ラーニングによる学力向上推進事業  

ア スペシャリスト育成ミッション支援事業 

      アクティブ・ラーニングの視点も取り入れて、生徒の

進路実現に必要な学力向上や指導力の向上及び地域との

つながりを重視したプログラム等を実施し、社会人とし

ての自覚や基礎学力の育成を図った。各学校における指

導内容や指導法について連携を図り、３年間を見通した

計画的な指導体制の充実を図った。 

   ○ 対象校：県立高等学校２２校 

福島商業、福島明成、福島西、須賀川、須賀川桐陽、 

清陵情報、岩瀬農業、光南、白河旭、白河実業、 

塙工業、石川、船引、若松商業、猪苗代、川口、 

南会津、湯本、小名浜、いわき海星、相馬農業、新地 

  イ 大学進学ミッション支援事業 

   アクティブ・ラーニングの視点も取り入れて、生徒の  

大学進学へ向けた早期の意識改革と学力向上を図った。  

さらには、教員の教科指導力や進学指導力の向上を図る   

とともに、各学校における指導内容や指導法等について  

情報共有や連携を進めて、３年間を見通した計画的な指  

導体制の充実を図った。 

  ○ 対象校：県立高等学校１６校 

      福島、橘、福島東、安積、安積黎明、郡山東、郡山、 
白河、会津、葵、会津学鳳、喜多方、磐城、 
磐城桜が丘、相馬、原町 

 ウ オールふくしまリーダー育成プロジェクト 

    教員や予備校講師によるレベルの高い授業を実施し学

力の向上を図るとともに、進路講演会や大学の先輩との

交流、参加者同士の協議等を通して進路意識の高揚を図

り、将来リーダーシップを発揮し社会に貢献できる人材

としての礎を築いた。  

○ 対象：難関大学進学への意識、意欲の高い県立高等学        
校１年生及び２年生、それぞれ１５０名程度。 

   ○ 日時：１年生・３泊４日 

       平成３１年３月２５日～２８日 

        ２年生・地区別（４地区）２日間 

       平成３０年８月２～３日、２０～２１日、 
       平成３０年１２月２５～２６日、２７～２８日 
 

  ５ 生徒指導・進路指導 

⑴ 教育事務所指導主事の活動     
  県内７地区の教育事務所の指導主事の活動によって生徒

指導の充実を図った｡ 

  主な活動は次のとおりである｡ 

 ア 地区内の高等学校の訪問指導(計画・随時) 

 イ 地区内の高等学校生活指導協議会の指導・援助 

 ウ 関係諸機関､諸団体との連携 

 エ 生徒指導関係の情報と資料の収集 

 オ 生徒指導関係の諸研修会における指導 

⑵ スクールカウンセラーの配置       
生徒の問題行動の多様化や深刻化、東日本大震災に伴う

心のケアに対応するため、全ての県立高等学校（87校）に

スクールカウンセラーを配置した。 

 

 ６ 学校行事 

⑴ 卒業式    
ア 県立高等学校卒業者数 

     性別 
課程 

男 女 計 

全日制 7,010 6,415 13,470 

定時制 91 85 190 

通信制 56 76 121 

計 7,157 6,720 13,781 

 

イ 卒業式実施期日 

種別 
日付 

全日制 定時制 通信制 計 

3月 1日 82 6 0 88 

3月 2日 1 0 0 1 

3月 3日 0 0 1 1 

3月 5日 0 1 0 1 

計 83 7 1 91 

 

ウ 県知事、県議会議長、県教育長臨席校 

    県知事臨席校    ３月１日 白河旭高等学校 
                白河実業高等学校 

   県議会議長臨席校  ３月１日 ふたば未来学園高等学校   
県議会副議長臨席校 ３月１日 あさか開成高等学校 

   県教育長臨席校   ３月１日 田村高等学校 
                小野高等学校平田校 
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⑵ 修学旅行（県立高等学校） ( )は前年度 

 ア 参加生徒総数  13,072人(13,573人) 

 イ 参  加  率   98.2％(95.4％) 

 ウ 行       先 

行 先 校数 

北海道 0 (2) 

関東 0 (0) 

奈良・京都 48 (36) 

中国・近畿 20 (20) 

九州 1 (1) 

沖縄 12 (25) 

四国・中国・近畿 1 (0) 

四国・近畿 1 (1) 

四国 0 (0) 

海外 2 (3) 

 

エ 航空機利用 34校 (49校） 

    北海道方面  0校（ 2校） 

    大阪方面   17校（18校） 

    九州方面    0校（ 1校） 

    沖縄方面   12校（25校） 

    広  島    2校（ 0校） 

        愛  媛    1校（ 0校） 

      海  外    2校（ 3校） 

オ 泊 日 数            

      １泊２日   0校（ 0校） 

    ２泊３日   2校（ 3校） 

    ３泊４日  72校（74校） 

    ４泊５日   11校（11校） 

カ 必要経費 

    生徒一人当たりの最高額  143,122円（172,579円） 

            最低額   79,961円（ 78,534円） 

            平均額 102,354円（104,776円） 

キ 引率責任者 

     校  長  41校（38校） 

    教  頭  44校（50校） 

 

 

７ 産業教育 

⑴ 県産業教育フェア 

平成 30年度は実施せず。 

⑵ 文部科学省主催の研修講座と内容 

ア 平成 30年度産業・情報技術等指導者養成研修 

教科 氏 名 職名 学 校 名 研 修 先 研 修 期 間 

農業 皆 川 良 輔 教諭 相馬農業高等学校 アクトシティ浜松研修交流センター他 8月 6日～8月 10日 

工業 石 田 和 之 教諭 平工業高等学校 金沢工業大学 8月 20日～8月 24日 

商業 二 瓶 政 紀 教諭 若松商業高等学校 千葉商科大学 7月 30日～8月 3日 

家庭 永 井 富 美 子 教諭 喜多方高等学校 全国高等学校長協会家庭部会事務局他 8月 6日～8月 9日 

情報 江 川 純 司 教諭 耶麻農業高等学校 千葉商科大学 7月 30日～8月 3日 

 

イ 平成 30年度産業教育実習助手研修 

教科 氏 名 職名 学 校 名 研 修 先 研 修 期 間 

工業 羽 田 直 揮 実習助手 福島工業高等学校 足利工業大学 8月 20日～8月 24日 

 

ウ 平成 30年度学校農業・家庭クラブ連盟指導者養成講座 

教科 氏 名 職名 学 校 名 研 修 先 研 修 期 間 

農業 渡 部 智 博 教諭 ふたば未来学園高等学校 国立オリンピック記念青少年総合センター 8月 8日～8月 10日 

家庭 渡 邊 美 紀 教諭 磐城農業高等学校 国立オリンピック記念青少年総合センター 8月 2日～8月 3日 
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８ 学校訪問   
⑴ 目的 

  指導主事等が県立学校を訪問し、関係者とともに授業研

究や教科の指導に関する研究協議を行うことにより、学習

指導等の充実を図る｡ 

⑵ 訪問校 

経験者研修Ⅰ、又は経験者研修Ⅱの該当者の勤務する学

校から数校を選定する｡ 

⑶ 訪問学校一覧 

福島商業高等学校 商業 

 福島明成高等学校 公民、農業 

 福島西高等学校 数学 

 福島北高等学校 芸術（美術） 

 川俣高等学校 情報 

 安達高等学校 理科 

 安達東高等学校 保健体育 

 本宮高等学校 理科 

 安積黎明高等学校 英語 

 郡山東高等学校 芸術（音楽）、公民 

 須賀川高等学校 国語 

 須賀川桐陽高等学校 理科 

 白河実業高等学校 工業 

修明高等学校鮫川校 家庭 

 船引高等学校 数学 

 小野高等学校 保健体育 

 会津高等学校 英語 

 会津学鳳高等学校 芸術（書道） 

 会津工業高等学校 国語 

 猪苗代高等学校 国語 

 耶麻農業高等学校 学校保健、家庭 

 只見高等学校 地理歴史 

 平工業高等学校 工業、地理歴史 

 いわき光洋高等学校 数学 

 小名浜高等学校 国語 

 磐城農業高等学校 農業 

 好間高等学校 英語 

 四倉高等学校 保健体育 

 ふたば未来学園高等学校 工業 

 相馬東高等学校 理科 

原町高等学校 学校保健 

 相馬農業高等学校 農業、保健体育 

 小高産業技術高等学校 工業、商業 

 

 

９ 県立学校学校教育指導委員 

教科名 氏 名 職名 学 校 名 

国  語 

江原 沙織 教諭 川俣高等学校 

高橋 敏哉 教諭 葵高等学校 

鈴木 貴子 教諭 磐城農業高等学校 

地理歴史 
阿部健太郎 教諭 喜多方東高等学校 

林 裕文 教諭 ふたば未来学園高等学校 

公  民 
香西太二郎 教諭 橘高等学校 

菊地 祐介 教諭 白河実業高等学校 

数  学 

小島 栄人 教諭 郡山高等学校 

佐川  綾 教諭 磐城高等学校 

佐藤 伸也 教諭 福島東高等学校 

理  科 

菅野 俊樹 教諭 福島東高等学校 

田栁 美澄 教諭 郡山高等学校 

菅家 奈未 教諭 会津学鳳高等学校 

橘 圭子 教諭 小高産業技術高等学校 

保健体育 

松井 暢彦 教諭 福島高等学校 

増子 賢俊 教諭 白河旭高等学校 

小野 瞳 教諭 勿来工業高等学校 

成田 祐介 教諭 相馬東高等学校 

芸術（美術) 中原 勝 教諭 福島高等学校 

  （音楽) 宍戸 真市 教諭 安積黎明高等学校 

  （書道) 佐藤 真紀 教諭 白河高等学校 

外国語 

砂子田 吏 教諭 福島西高等学校 

野中  斉 教諭 会津学鳳高等学校 

人見  彩 教諭 湯本高等学校 

家  庭 
永井富美子 教諭 喜多方高等学校 

清水堅香子 教諭 勿来高等学校 

情  報 佐々木茂明 教諭 安積高等学校御館校 

農業･水産 

中畑 良司 教諭 岩瀬農業高等学校 

鈴木 洋行 教諭 修明高等学校 

長南 哲也 教諭 安達東高等学校 

工  業 

先崎 隆幸 教諭 塙工業高等学校 

田中  哲 教諭 喜多方桐桜高等学校 

石田 和之 教諭 平工業高等学校 

山野辺 康 教諭 平工業高等学校 

商  業 
二瓶 政紀 教諭 若松商業高等学校 

中島  裕 教諭 郡山商業高等学校 

定  通 大須賀菜美 教諭 白河第二高等学校 

学校保健 
佐々木則子 養護教諭 白河実業高等学校 

長﨑 幸恵 養護教諭 小高産業技術高等学校 

（３９名） 
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１０ 教科用図書           
⑴ 教科書採択事務説明会 

  平成３０年度は実施せず。 

 

１１ 教育研究団体 

⑴ 福島県高等学校長協会        

   組織                                         
 平成３０年度福島県高等学校長協会役員名簿 

役職名 氏   名 

会 長 阿 部 武 彦 (磐城) 

副会長 竹 田 真 二 (福島) 

副会長 渡 辺   昇 (安積) 

副会長 山 内 正 之  (会津) 

副会長 佐 川 尚 史 (原町) 

監 査 井 関 和 明 (福西) 

監 査 吉 津 三千彦 (福南) 

事務局長 吉 田 強 栄 (福東) 

 

支部 

支 部 支部長 副支部長 

県北 竹田 真二 (福島) 
吉村  淳 ( 橘 )       

松本 明倫 (福工)       

県南 渡辺  昇 (安積) 
菅野 哲哉 (黎明) 

田中  誠（白河）   

会津 山内 正之 (会津) 
鈴木 睦治 ( 葵 )       

瓜生 康弘 (喜方)     

いわき 阿部 武彦 (磐城) 
比佐  功 (桜丘)     

安瀬 一夫 (い総)       

相双 佐川 尚史 (原町) 
長田 公雄 (相馬)     

丹野 純一 (ふ未)  

 

理事会 

  氏   名 

理事会 

竹田 真二 (福島) 吉村  淳 ( 橘 ) 

渡辺  昇 (安積) 小林 喜則 (福商)  

山内 正之 (会津) 大和田範雄（明成） 

阿部 武彦 (磐城)  松本 明倫 (福工) 

佐川 尚史 (原町) 阿部 秀樹 (萌世) 

吉田 強栄 (福東) 須田 康仁 (視支)  

 
廣瀬 敬彦（田村） 

 

 

 

 
 

 

専門委員会 （◎印 委員長 ○印 副委員長） 

専門委員会 氏   名 

管 理 

運 営  

委員会 

◎鈴木 芳人（白旭） ○平澤 洋介（小浜） 

吉津三千彦（福南） 安瀨 一夫（い総） 

佐藤 恵一 (清陵) 丹野 純一（ふ未） 

菊池 直之 (喜東) 須田 康仁（視支） 

阿部 武彦（磐城） 曽川 孝規（西支） 

杉山 裕恵 (会支)  

教 育 

課 題 

委員会 

◎松尾 親弥（遠野） ○安田 修久（修明） 

吉田 強栄 (福東) 関根 健雄（四倉） 

齋藤 文子（石川） 片寄   一（大支） 

郷  清隆（耶農） 齊藤 恵子（た支） 

吉井 秀樹 (西会) 神田  豊（平支） 

五ノ井平吉 (川口) 小河原健一 (富支) 

生 徒 

指 導 

委員会 

◎佐藤 京治（猪代） ○中野 幹夫（相農） 

鈴木 義祐（福北）  吉成 広昭 (田島) 

  髙梨 哲夫（松工）  松本 善法 (い海) 

  秦  尚志（湖南） 富樫  実（勿工） 

  遠藤  均（須川） 佐川 尚史（原町） 

  山崎 雅弘（光南）  上妻  弘 (あ支) 

 廣瀬 敬彦 (田村)   菅野美恵子 (猪支) 

教 育 

課 程 

委員会 

◎渡邉  学（小野） ○猪俣  豊（船引） 

○髙島 秀一 (新地) 佐竹 正徳 (只見) 

大和田範雄 (明成)  髙橋 豊治 (磐農) 

松本 明倫（福工）  吉田 浩美 (い翠) 

 渡辺  昇 (安積)  橋本 淳一 (須支) 

谷川 信一 (大沼)   

高 校 

入 試 

検 討 

委員会 

◎菊田 勇雄（梁川） ○佐藤 秀美 (相東) 

安田  徹（保原） 芳賀 菊博（喜桐） 

 矢森 健一 (あ開) 松尾 幸生（坂下） 

  星  栄一（長沼） 森  義彦（い光） 

  佐藤 浩正 (塙工) 夏目利江子 (好間) 

  山内 正之（会津） 

大 学 

入 試 

対 策 

委員会 

◎瀬谷真理子 (郡東） ○井関 和明 (福西) 

竹田 真二 (福島) 鈴木 睦治 ( 葵 ) 

 吉村  淳 ( 橘 ) 湯田 重哉 (学鳳) 

菅野 哲哉（黎明） 瓜生 康弘（喜方） 

 白石 文夫 (郡山) 比佐  功（桜丘） 

 末永  仁 (桐陽) 二瓶 晃一（湯本） 

 田中  誠 (白河) 長田 公雄（相馬） 

郷家 俊哉（郡支） 
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専門委員会 氏   名 

就 職 

指 導 

対 策 

委員会 

◎齋藤  寿（郡商） ○澁谷 栄一（郡北） 

小林 喜則（福商）  佐藤 文男（会農） 

山内 義美 (川俣) 鈴木 康隆（平工） 

黒川 佳子 (本宮) 松浦 冬樹（平商） 

菅野 利彦（若商） 鈴木  稔（小産） 

二瓶 賢一 (会工） 阿部 秀樹 (萌世) 

佐藤 清悦 (い支) 芳賀 孝美（聴支） 

人 権 

教 育 

委員会 

◎馬場 裕史（白実） ○渡邉 周二 (石支) 

中野 隆幸 (安達)  橋本 忠広 (南会) 

伊藤 重幸 (安東) 木村 敏明 (勿来) 

渡辺 譲治 (岩農)   鈴木 龍也 (相支) 

 

部会長 

部   会 氏   名 

普 通 部 会  吉村  淳（橘）  

商 業 部 会  小林 喜則（福島商業） 

農 業 部 会  大和田範雄（福島明成） 

工 業 部 会  松本 明倫（福島工業） 

水 産 部 会  松本 善法（いわき海星） 

家 庭 部 会  瀬谷真理子（郡山東） 

定 通 部 会  阿部 秀樹（郡山萌世） 

特別支援部会  須田 康仁（視覚支援） 

理 数 部 会  田中  誠（白河） 

英語国際部会  吉津三千彦（福島南） 

体 育 部 会  廣瀬 敬彦（田村） 

総合学科部会  安瀨 一夫（いわき総合） 

 

全国校長会 

部   会 氏    名 

理   事  阿部 武彦（磐城） 

理   事  竹田 真二（福島） 

理   事 渡辺  昇（安積） 

管理運営  鈴木 芳人（白河旭） 

教育課題  松尾 親弥（遠野） 

生徒指導  佐藤 京治（猪苗代） 

教育課程  渡邉  学（小野） 

大学入試 瀬谷真理子（郡山東） 

就職対策  澁谷 栄一（郡山北工業） 

人権教育  馬場 裕史（白河実業） 

 

 

⑵ 福島県高等学校教育研究会    

 ア 財政及び組織の状況 

  (ｱ) 本部 

     平成 30年度福島県高等学校教育研究会 

役職名 氏 名 所属校・職名 

会長 鈴木 義祐 福島県立福島北高等学校長 

副会長 松本 明倫  〃  福島工業高等学校長 

副会長 井関 和明  〃  福島西高等学校長 

監査 吉田 強栄  〃  福島東高等学校長 

監査 竹田 真二  〃  福島高等学校 

委員 佐藤 恵一  〃    清陵情報高等学校長 

委員 大和田 範雄  〃  福島明成高等学校長 

委員 小林 喜則  〃  福島商業高等学校長 

委員 二瓶 賢一  〃  会津第二高等学校長 

委員 鈴木 睦治  〃  葵高等学校長 

委員 渡辺 昇  〃  安積高等学校長 

委員 菅野 哲哉  〃  安積黎明高等学校長 

幹事 国分 茂男  〃  福島北高等学校教頭 

幹事 佐藤 真一   〃  福島北高等学校教頭 

 

(ｲ) 部会 

部会名 部会長氏名 所属校・職名 会員数 

養護教諭 松本 明倫 福島工業高等学校長 151 

保健体育 鈴木 義祐 福島北高等学校長 450 

理    科 井関 和明 福島西高等学校長 440 

音    楽 佐藤 恵一 清陵情報高等学校長 83 

農    業 大和田 範雄 福島明成高等学校長 230 

工    業 松本 明倫 福島工業高等学校長 425 

商    業 小林 喜則 福島商業高等学校長 326 

定    通 二瓶 賢一 会津第二高等学校長 156 

英    語 鈴木 睦治 葵高等学校長 464 

数    学 竹田 真二 福島高等学校長 485 

家    庭 渡辺 昇 安積高等学校長 136 

美術工芸 菅野 哲哉 安積黎明高等学校長 70 

○平成 30年度予算 120,240円 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 85 - 
 

第４節 文化活動の振興      

１ 文化活動の振興     
 高校生の芸術文化活動の充実向上を図るため、福島県高等学校文化連盟に対する助成を行った。 

 平成３０年１２月１６日(日)、とうほう・みんなの文化センターにおいて第３７回福島県高等学校総合文化祭～ふくしまをつ

なぐ２０１８～活動優秀校公演が行われ、事務局校である福島西高等学校を中心とした実行委員会の協力により、成功裏のうち

に終了した。 

    
⑴ 芸術文化活動発表機会の充実 

ア 福島県高等学校文化連盟への助成 

   福島県高等学校総合文化祭の開催に対する補助を行った。（補助対象事業費計：8,072千円、補助金額計：1,000千円） 

(ｱ) 平成３０年度福島県高等学校文化連盟 

  役員 

役 職 名 氏   名 職 所  属  校 役職名 氏   名 職 所  属  校 

会 長 菅野 哲哉 校 長 安積黎明高等学校 監 事 齋 藤  寿 校 長 郡山商業高等学校 

副会長(私  立) 森   涼 校 長 学法石川高等学校 幹 事 飯 豊 利 子 教 諭 郡山高等学校 

副会長(県  北) 井関 和明 校 長 福島西高等学校 幹 事 持地 晶子 教 諭 福島西高等学校 

副会長(県  南) 佐藤 恵一 校 長 清陵情報高等学校 幹 事 藤本こずえ 教 諭 新地高等学校 

副会長(会  津) 山内 正之 校 長 会津高等学校 幹 事 菊地 良尚 教 諭 郡山東高等学校 

副会長(いわき) 鈴木 康隆 校 長 平工業高等学校 幹 事 岩 田  隼 教 諭 小野高等学校 

副会長(相  双) 高島 秀一 校 長 新地高等学校 幹 事 藤川 潤子 教 諭 安積黎明高等学校 

理 事 長 三 條  敦 教 諭 安積黎明高等学校 幹 事 樋川 太地 講 師 安積黎明高等学校 

副理事長 根 本 靖 彦 教 諭 安積黎明高等学校 顧 問 小 島  稔 課 長 高校教育課 

事務局長 難波 幸生 教 諭 安積黎明高等学校 
 

    

専門部会長・専門部委員長 

専  門  部 部会長 職 所属校 部委員長 職 所属校 

演劇 丹 野  純 一 校 長 ふたば未来 岡 田   篤 教 諭 福島東稜 

高音連 佐 藤  恵 一 校 長 清陵情報 菅 原  民 栄 教 諭 修明 

合唱 渡 辺   昇 校 長 安積 鈴 木   敦 教 諭 安積 

吹奏楽 丹 野  純 一 校 長 ふたば未来 今 野  貴 文 教 諭 ふたば未来 

器楽管弦楽 齋 藤  寿 校 長 郡山商業 鈴 木   敦 教 諭 郡山商業 

日本音楽 比 佐   功 校 長 磐城桜が丘 髙 橋 真 由 美 教 諭 磐城桜が丘 

吟詠剣詩舞 唐 木  義 則 校 長 昌平 大 橋  未 緒 教 頭 昌平 

郷土芸能 中 野  幹 夫 校 長 相馬農業 村 田  和 丈 教 諭 磐城農業 

マーチングＢ・バトンＴ 白 石  文 夫 校 長 郡山 工 藤  幸 恵 教 諭 郡山 

美術・工芸 菅 野  哲 哉 校 長 安積黎明 眞 柴   毅 教 諭 福島東 

書道 阿 部  秀 樹 校 長 郡山萌世 小 野  俊 彦 教 諭 郡山萌世 

写真 冨 樫   実 校 長 勿来工業 石 山  文 雄 教 諭 勿来工業 

放送 森   義 彦 校 長 いわき光洋 中 野 加 奈 子 教 諭 いわき光洋 

囲碁 吉 村   淳 校 長 橘 鈴 木  仁 孝 教 諭 田 島 

将棋 竹 田  真 二 校 長 福島 松 村  茂 郎 教 諭 福島 

弁論 山 内  正 之 校 長 会津 猪 俣 小 百 合 教 諭 会津 
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専  門  部 部会長 職 所属校 部委員長 職 所属校 

小倉百人一首かるた 菅 野  哲 哉 校 長 安積黎明 橋 本  安 広 教 諭 田村 

新聞 澁 谷  栄 一 校 長 郡山北工 吉 田  義 仁 教 諭 郡山北工 

文芸 湯 田  重 哉 校 長 会津学鳳 奥  真 理 子 教 諭 会津学鳳 

自然科学 井 関  和 明 校 長 福島西 山 口   伝 教 諭 会津学鳳 

農業 大 和 田 範 雄 校 長 福島明成 小 野  浩 嗣 教 諭 福島明成 

工業 渋 谷  栄 一 校 長 郡山北工業 渡 部  鉄 仁 教 諭 郡山北工業 

商業 小 林  喜 則 校 長 福島商業 三 浦   純 教 諭 福島商業 

家庭 二 瓶  晃 一 校 長 湯本 鈴 木 美 加 子 教 諭 湯本 

定通 吉 田  浩 美 校 長 いわき翠の杜 原   寛 子 教 諭 いわき翠の杜 

特別支援学校 片 寄   一 校 長 大笹生支援 土 田   崇 教 諭 大笹生支援 

Ｊ Ｒ Ｃ 吉 田  強 栄 校 長 福島東 松 本  仁 子 教 諭 福島東 

 

イ 第３７回福島県高等学校総合文化祭 

 県内高校生の文化活動の成果発表と相互の交流を目的として､全県内において､平成３０年５月から平成３０年１２月ま

で､専門部の行事を開催した｡ 

ウ 第４２回全国高等学校総合文化祭への参加  
  平成３０年８月７日から８月１１日まで､長野県で開催された文化祭に参加するため、１８３名を派遣した｡ 

 〔参加部門等及び参加生徒数〕  

  総合開会式 1名、器楽・管弦楽２６名、日本音楽１６名、吟詠剣詩舞１０名、郷土芸能２１名、美術・工芸６名、 

書道５名、写真８名、放送３１名、囲碁５名、将棋７名、弁論２名、小倉百人一首８名、新聞８名、文芸５名、 

自然科学１６名、ボランティア４名、工業４名 

エ 平成３０年度福島県高文連専門部全国大会入賞状況 

(ｱ) 団 体  

専  門  部 大   会   名 成  績 学 校 名 

合 唱 
第７１回全日本合唱コンクール全国大会 

金賞（全国１位）（文部科学大臣賞) 郡 山 

金賞（全国２位）（長野県知事賞） 会 津 

NHK全国学校音楽コンクール 金賞（全国１位） 郡 山 

吹奏楽 第６６回全日本吹奏楽コンクール全国大会 
銀賞 

銅賞 

磐 城 

湯 本 

器楽・管弦楽 日本学校合奏コンクール２０１８全国大会 
金賞 

銅賞 

郡 山 商 業 

橘 

マーチングバンド・ 

バトントワリング 

全国高等学校ダンスドリル選手権大会２０１８ 

JAZZ部門 Small編成（第３位） 

KICK部門（第２位） 

POM部門 Midium編成（第２位） 

プロップ部門（第 2位） 

郡 山 

郡 山 商 業 

郡 山 商 業 

郡 山 商 業 

第１０回全国高等学校ダンスドリル冬季大会 
JAZZ部門 Small編成（第２位） 

POM部門 Midium編成（第 1位） 

郡 山 

郡 山 商 業 

放  送 第４２回全国高等学校総合文化祭放送部門 ビデオメッセージ部門優秀賞 磐 城 

自然科学 第４２回全国高等学校総合文化祭自然科学部門 奨励賞 会 津 

新 聞 第４８回全国高校新聞コンクール 奨励賞 
郡 山 東 

郡 山 北 工 

文 芸 第３３回全国高等学校文芸コンクール文芸部誌部門 優秀賞 磐 城 



- 87 - 
 

(ｲ) 個人 

専 門 部 大  会  名 成  績 学 校 名 氏 名 

商 業 

第６５回全国高等学校珠算・電卓競技大会 

（電卓の部） 
個人総合 ２等 郡 山 商 業 佐 藤  優 花 

第６５回全国高等学校珠算・電卓競技大会 

（伝票算競技） 
優勝 郡 山 商 業 半 澤  桃 香 

工 業 第７６回全日本学生児童発明くふう展 WIPO賞 郡 山 北 工 関 根  巧 也 

 

オ 平成３０年度福島県高等学校文化連盟表彰 

  (ｱ) 優秀団体 

No. 団 体 名 所属校名 専 門 部 全国大会での成績 

１ チアダンス部 郡 山 
マーチングバンド・ 

バトントワリング 

全国高等学校ダンスドリル選手権大会２０１８ 

主催：ミスダンスドリルインターナショナルジャパン 

JAZZ部門 Small編成３位、KICK部門３位 

第１０回全国高等学校ダンスドリル冬季大会 

主催：ミスダンスドリルインターナショナルジャパン 

JAZZ部門 Small編成２位 

２ 
チアリーディング

部 
郡 山 商 業 

マーチングバンド・ 

バトントワリング 

全国高等学校ダンスドリル選手権大会２０１８ 

主催：ミスダンスドリルインターナショナルジャパン 

POM部門 Medium編成２位、KICK部門２位、プロップ部門２位 

第１０回全国高等学校ダンスドリル冬季大会 

主催：ミスダンスドリルインターナショナルジャパン 

POM部門 Medium編成１位 

３ 放送委員会 磐 城 放 送 

第４２回全国高等学校総合文化祭放送部門 

主催：全国高等学校文化連盟 

ビデオメッセージ部門 優秀賞（第 1位） 

４ 合 唱 部 郡 山 合 唱 

第７１回全日本合唱コンクール全国大会 

主催：全日本合唱連盟 

金賞、文部科学大臣賞（全国１位相当） 

NHK全国学校音楽コンクール 

主催：NHK 

金賞（全国１位相当） 

５ 合 唱 部 会 津 合 唱 

第７１回全日本合唱コンクール全国大会 

主催：全日本合唱連盟 

金賞、長野県知事賞（全国２位相当） 
 

 (ｲ) 優秀個人 

No. 氏 名 所属校名 専 門 部 全国大会での成績 

１ 関 根  巧 也 郡山北工業 工 業 

第７６回全日本学生児童発明くふう展 

主催：公益社団法人発明協会 

ＷＩＰＯ賞（全国３位相当） 

２ 佐 藤  優 花 郡 山 商 業 商 業 

第６５回全国高等学校珠算・電卓競技大会（電卓の部） 

主催：全国商業高等学校長協会 全国商業高等学校協会 

個人総合 ２等 

３ 半 澤  桃 香 郡 山 商 業 商 業 

第６５回全国高等学校珠算・電卓競技大会（伝票算競技） 

主催：全国商業高等学校長協会 全国商業高等学校協会 

優勝 
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(ｳ) 優秀指導者  

No. 氏 名 所属校名 専 門 部 指 導 歴 等 

1 工 藤  幸 恵 郡 山 
チアリーディング・ 

バトントワリング 

Ｈ２８ 全国高等学校ダンスドリル選手権大会ウィンターカップ  

ジャズ部門 第３位    

Ｈ２９ 全国高等学校ダンスドリル選手権大会 2017  

ミスダンスドリルチーム部門優勝 文部科学大臣賞（鈴木 梨奈）  

ミリタリー部門２位  

第９回全国高等学校ダンスドリル冬季大会  

ＪＡＺＺ部門 Small編成第１位  

Ms.solo部門１年生第１位（大河内ほのか）  

Ms.solo部門２年生第３位（安藤 楓香） 

 

 


